
 
 
 
 
 
 
 

校   訓 ： 質実 自治 奉仕 
教育目標 ： 自由の相互承認 

わたしの自由も大切にする 
あなたの自由も大切にする 

保護者配付 令和５年８月３０日 
地域回覧        令和５年９月 ５日 

 

夏休み明け、活動が再開しました。 
 全国の最高気温１位の観測地点を新潟県内で記録する日が続きました。夏休みが明けて

もなお、暑い日が続いています。登下校を含め、熱中症予防に心掛けながらの活動となり

ます。 

 

 

 

 ◆エコグリーン夏渡 整備作業 

 ７月２９日（土） エコグリーン夏渡の草刈りに整備委員＋ボランティアで９人が参加

しました。平成２９年１０月７日に創立７０周年を記念する植樹祭が行われ、以降、地域

の皆様が行っている整備作業に中学生が一緒に参加させていただいています。午前８時か

らの作業でしたが、すでに気温が高く、汗まみれになりながらの作業でした。 

 

 

 

 

 

 ◆わたしの主張 柏崎・刈羽地区大会 

 ８月８日（火） 柏崎市市民プラザにおいて、新潟県少年の主張大会 令和５年度―わた

しの主張―柏崎・刈羽大会が行われました。北条中からは、１年生の   さんが「未来

のために」と題して、主張を発表し、奨励賞を獲得しました。 

 ＜発表要旨＞ 

 

 

 

 

 

 

 ◆体育祭準備、続く 

 体育祭に向けて、応援、パネルの準備活動が夏休み中も行われました。体育祭当日にど

んな成果を出せるかも大事ですが、作り上げていく準備の過程でどのような自分と出会え

たかも大事にしてほしいです。保護者、地域の皆様のご来場をお待ちしております。 

★体育祭は９月１６日(土)に実施します★ 

        …あまりの暑さ続きですが、現段階では、当初の予定通りに実施いたします。 

北条中 学校だより 
令和５年度 第５号 

 

芳 風 
よ し   か ぜ 

夏休み中も活躍する姿

 今後の社会を担う子供たちのために、教育費の減額が必要である。社会全体の

少子高齢化の影響による社会保険料の増加、子育て世帯の教育費への不安、物

価の高騰が続く現状などがある。奨学金返済の負担感の増加なども見聞し、高等

学校や大学などの教育費を減額してもらい、不安なく学校に通い、やりたいことに打

ち込みながら成長していきたい。未来のために。 



 ９ 月 の 主 な 予 定 
月 火 水 木 金 土 日 

(８月)28 29 30 

発育測定３年 

31 

発育測定２年 

９月／１ 

発育測定１年 

２ ３ 

４ 

単元テスト週間 

教育相談 

専門委員会 

５ 

新人各種激励会 

※ 

６ 

音楽鑑賞教室 

(１年生参加) 

７ 

柏刈新人陸上

大会 

８ 

芸術鑑賞ワー

クショップ 

９ 

PTA奉仕作業 

３学年

親子レク 

10 

11 12 13 14 

体育祭予行 

15 

体育祭準備 

預り金引き落とし日 

16 

体育祭 

17 

18 

敬老の日 

19 

体育祭振替 

休業日 

20 

 

21 

生徒朝会 

22 

預り金引き落とし 

予備日 

23 

秋分の日 

24 

25 

全校朝会 

26 27 

芸術鑑賞教室 

(和楽器の演奏

会です) 

28 

柏刈新人各種

大会 

29 

３年確認テスト 

英語検定 

30  

 

※激励会の期日が、前号に掲載の日と変更になっています。お間違えのないようにご注意ください。 

 

 

◆ 『不便益のススメ』 川上浩司著（２０１９） 岩波ジュニア新書 ◆ 

 夏休み中に、『不便益のススメ』という本にソフィアセンター（市立図書館）で出合いました。「不

便益」というあまり聞きなれない言葉ですが、どこかで見たと思い、背のタイトルを見て、すぐ手に

取りました。その後、某教育雑誌に川上氏がインタビューを受けている記事を１か月ほど前に読

んでいたことに気が付きました。 

 不便益は、「不・便益」と便利なことを否定する言葉ではありません。「不便・益」です。つまり、不

便の中にある有益なものという意味です。世の中が便利になりすぎて、「自分で考える」「自分で

工夫してやる」機会が少なくなっているのではないかという主張です。 

 私は、今の車の購入を決めた際、担当者に「人をダメにする車ですね。」と言った覚えがありま

す。衝突の回避など、車の安全性がどんどん高まっていることは、歓迎すべきことですが、自動運

転レベルが上がって「もう運転しなくてよい」が、やがて、自分で手を動かすという営みが禁止さ

れる「運転してはいけない」になってしまったら、それは楽しくないのではないでしょうか。 

 不便益には①主体性がもてる、②工夫できる、③発見できる、④対象が理解できる、⑤安心・信

頼できる、⑥上達できる、⑦私だけ感、⑧能力低下を防ぐ、の八つの益があると整理しています。

教育では特に①、②、③は重要です。川上氏は次のように述べています。「主体性がもてるとは、

「やらされている」の反対です。不便な物事は、主体的に何かをすることを許してくれるものが多

いのです。反対に便利な物事は、人に自由はあまりなく、「やらされている」状態になります。」 

 不便であれば何でもよい、ということではなく、「不便であることの益」がある一方で、「不便で

あることの害」もあります。同様に、「便利であることの益」もある一方で、「便利であることの害」

もあるということです。 

 ある一定の不便さの中で、生徒が工夫し、発見し、主体的に行動する。そんな教育の営みが北

条中の中で展開されるよう、計画していきたいと思います。           （校長 滝澤） 


